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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に よ る 社 会 的 な 影 響 が 大 き な も の に な っ て い ま す 。 
特 に 、 業 績 不 振 等 を 理 由 と す る 解 雇 な ど 労 働 者 の 生 活 に 関 わ る 重 大 な 問 題 も 起 こ っ
て い ま す 。  

そ こ で 当 事 務 所 で は 、 解 雇 や 内 定 取 消 し に つ い て の 一 般 論 と コ ロ ナ の 感 染 拡 大 に
よ る 特 殊 性 を 踏 ま え た Ｑ ＆ Ａ を 作 成 い た し ま し た 。  

お 一 人 で 悩 ま ず に ， 是 非 ご 相 談 く だ さ い 。（ 文 責  結 城 祐 ）  
 
 

Ｑ１ 経営状態の著しい悪化を理由とする解雇は有効でしょうか。 

Ｑ２ 有期労働契約を締結しておりますが，経営状態の著しい悪化を理由に，契約

期間満了時に，次の契約の更新を拒絶して雇用を打ち切ることは有効でしょう

か。 

Ｑ３ 有期労働契約を締結しておりますが，経営状態の著しい悪化を理由に，契約

期間の途中に，契約を打ち切ることは有効でしょうか。 

Ｑ４ 経営状態の著しい悪化を理由とする採用内定の取消しは有効でしょうか。 

 

（ 無 期 雇 用 者 に 対 す る 解 雇 ）  

Ｑ１ 経営状態の著しい悪化を理由とする解雇は有効でしょうか。 

 

Ａ １  

１  使 用 者 は 労 働 者 を 自 由 に 解 雇 す る こ と は で き ず ， 客 観 的 合 理 的 な 理 由 を 欠 き ，

社 会 的 相 当 性 が 認 め ら れ な け れ ば ，無 効 で す（ 労 働 契 約 法 １ ６ 条 ）。そ し て ，裁 判

所 は 容 易 に は 解 雇 を 有 効 と 認 め ま せ ん 。  

特 に ， 新 型 コ ロ ナ を 原 因 と す る 場 合 も 含 め ， 会 社 の 経 営 状 態 に 影 響 が 出 た こ と

を 理 由 に 解 雇 す る 場 合 ，労 働 者 に 帰 責 性 が な く ，「 整 理 解 雇 」と し て 通 常 の 解 雇 よ

り も さ ら に 厳 格 に 判 断 さ れ ま す 。  

２  整 理 解 雇 は 以 下 の ４ つ の 要 件 で 判 断 さ れ る こ と に な り ま す 。  

ⅰ  人 員 整 理 を 行 う 必 要 性  
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ⅱ  で き る 限 り 解 雇 を 回 避 す る た め の 措 置 が 尽 く さ れ て い る か  

ⅲ  解 雇 対 象 者 の 選 定 基 準 が 客 観 的 ・ 合 理 的 で あ る か  

ⅳ  事 前 に 使 用 者 が 解 雇 対 象 者 へ 説 明 や 協 議 が 尽 く さ れ て い る こ と  

具 体 的 に は ， ⅰ に つ い て は ， 会 社 の 預 貯 金 や 借 入 金 の 状 況 等 か ら 経 営 状 態 の 悪

化 が 必 要 で す 。  

ⅱ に つ い て は ， 整 理 解 雇 前 に ， 残 業 の 削 減 ， 新 規 採 用 の 回 避 ， 希 望 退 職 者 の 募

集 ， 役 員 報 酬 の 削 減 等 の 手 段 を と っ て ， 解 雇 を 回 避 す る 真 摯 な 努 力 が 講 じ ら れ た

か が 検 討 さ れ ま す 。 新 型 コ ロ ナ と の 関 係 で は ， 上 記 の ほ か ， 損 失 補 填 の 努 力 （ 雇

用 調 整 助 成 金 等 の 利 用 ・ 検 討 の 有 無 ） が ポ イ ン ト に な る と い え ま す 。  

ⅲ に つ い て は ，勤 務 成 績 ，勤 続 年 数 や 労 働 者 の 生 活 上 の 打 撃 等 が 挙 げ ら れ ま す 。

他 方 ， 違 法 な 差 別 に 当 た る よ う な 基 準 や ， 使 用 者 の 恣 意 的 な 選 定 を 許 す よ う な 抽

象 的 で 客 観 性 を 欠 く 基 準 （ 例 え ば 「 協 調 性 」 と い っ た 曖 昧 な も の ） は 認 め ら れ ま

せ ん 。  

ⅳ に つ い て ， 裁 判 例 に は ， 労 働 組 合 と 協 議 し そ の 合 意 を 得 て い た が ， 対 象 労 働

者 か ら 意 見 を 聴 く な ど の 手 続 を 経 な か っ た た め ， 解 雇 手 続 は 十 分 な 相 当 性 を 備 え

て い な い と し た も の が あ り ま す 。  

 

 

（ 有 期 雇 用 者 に 対 す る 雇 止 め ）  

Ｑ２ 有期労働契約を締結しておりますが，経営状態の著しい悪化を理由に，契約

期間満了時に，次の契約の更新を拒絶して雇用を打ち切ることは有効でしょう

か。 

 

Ａ ２   

１  契 約 期 間 満 了 時 に ， 次 の 契 約 の 更 新 を 拒 絶 し て 雇 用 を 打 ち 切 る こ と を 雇 止 め

と い い ま す が ， ① 有 期 労 働 契 約 が 過 去 に 反 復 し て 更 新 さ れ ， 期 間 の 定 め の な い
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労 働 契 約 と 社 会 通 念 上 同 視 で き る と 認 め ら れ る 場 合 ， ま た は ② 労 働 者 に お い て

有 期 労 働 契 約 が 更 新 さ れ る も の と 期 待 す る 合 理 的 な 理 由 が あ る と 認 め ら れ る

場 合 に は ， 期 間 満 了 の み を 理 由 に 雇 止 め が で き る わ け で は な く ， 解 雇 と 同 様 に

厳 格 に 雇 止 め の 有 効 性 が 判 断 さ れ る こ と に な り ま す （ 労 働 契 約 法 １ ９ 条 ）。  

２  上 記 ① ② に 該 当 す る か に つ い て は ， 更 新 回 数 ， 契 約 の 通 算 期 間 や 使 用 者 の 言

動 等 ， 様 々 な 事 情 を 基 に 総 合 的 に 判 断 さ れ ま す 。 ５ 年 を 超 え て 労 働 契 約 を 反 復

更 新 し て い る 場 合 に は ， 無 期 転 換 ル ー ル に よ り 雇 止 め を 回 避 で き る 可 能 性 が あ

り ま す 。 い ず れ の 場 合 に も 専 門 的 な 判 断 が 必 要 と な り ま す の で ，弁 護 士 に ご 相

談 く だ さ い 。  

 

 

（ 有 期 雇 用 者 に 対 す る 期 間 途 中 の 解 雇 ）  

Ｑ３ 有期労働契約を締結しておりますが，経営状態の著しい悪化を理由に，契約

期間の途中に，契約を打ち切ることは有効でしょうか。 

 

Ａ ３  有 期 労 働 契 約 で あ っ て も ， そ の 契 約 期 間 の 途 中 で 契 約 を 打 ち 切 る の は ， 解 雇

に な り ま す 。そ し て ，契 約 期 間 の 途 中 で 契 約 を 打 ち 切 る こ と に な る の で ，「 や む

を 得 な い 事 情 」が 必 要 と さ れ て お り（ 労 働 契 約 法 １ ７ 条 ），無 期 労 働 契 約 の 解 雇

と 比 較 し て も ， よ り 厳 格 に 有 効 性 が 判 断 さ れ ま す 。 コ ロ ナ を 原 因 と す る 場 合 も

含 め て ， 経 営 状 態 の 悪 化 を 理 由 に 契 約 期 間 途 中 の 解 雇 は 認 め ら れ な い と 考 え ま

す 。  

 

（ 内 定 取 消 し ）  

Ｑ４ 経営状態の著しい悪化を理由とする採用内定の取消しは有効でしょうか。 

 

Ａ ４  採 用 内 定 の 段 階 に 至 れ ば ， 始 期 付 き 解 約 権 留 保 付 き の 労 働 契 約 が 成 立 し て い
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ま す の で ， 使 用 者 が 自 由 に 内 定 を 取 り 消 せ る わ け で は あ り ま せ ん 。 内 定 取 消 し

は ， 通 常 の 解 雇 同 様 ， 客 観 的 に 合 理 的 な 理 由 を 欠 き ， 社 会 通 念 上 相 当 と 認 め ら

れ な け れ ば 無 効 で す（ 労 働 契 約 法 １ ６ 条 ）。特 に ，新 型 コ ロ ナ を 原 因 と す る 経 営

状 態 の 著 し い 悪 化 を 理 由 に 内 定 取 消 し を す る 場 合 ， 労 働 者 に 帰 責 性 は あ り ま せ

ん の で ，「 整 理 解 雇 」と 同 様 の 要 件 に よ っ て ，そ の 有 効 性 が 厳 格 に 判 断 さ れ ま す 。 

な お ， 新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 に 関 連 し て ， 政 府 が 主 要 経 済 団 体 に 対 し ， 新 卒 の

採 用 内 定 者 に つ い て ， 特 段 の 配 慮 （ 採 用 内 定 取 消 し を 防 止 す る た め ， 最 大 限 の

経 営 努 力 を 行 う 等 あ ら ゆ る 手 段 を 講 じ る こ と ， 対 象 者 か ら の 補 償 等 の 要 求 に は

誠 意 を 持 っ て 対 応 す る こ と 等 ） を 要 請 し て い る こ と か ら す れ ば ， 使 用 者 が 軽 々

に 内 定 取 消 し す る こ と は 想 定 さ れ て い な い も の と 考 え る べ き で す 。  

 

以 上  

 


